
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.３  令和３年５月３１日発行 

厚岸町立真龍小学校 学校便り 

日 曜 ６月の主な行事  

1 火 短縮日課 PTA 臨時役員会 

2 水 短縮日課 

3 木 歯科検診(4 年) 

4 金 耳鼻科検診(1・4 年） 

5 土   

6 日   

7 月 運動会特別時間割開始 歯科検診(5 年)  

8 火 短縮日課 歯科検診(6 年)  

9 水 短縮日課 実行委員会② 運動会全体練習① PTA 会費納入日開始 

10 木  

11 金 歯科検診(3 年) SC 来校 

12 土   

13 日   

14 月 運動会全体練習② 

15 火 短縮日課 実行委員会③ 

16 水 短縮日課 放課後学習 運動会総練習 PTA 会費納入日 

17 木 総練習予備日 

18 金 短縮日課 実行委員会④ 会場設営 

19 土 運動会(午前) ※雨天時、順延 

20 日   

21 月   

22 火 短縮日課 

23 水 短縮日課 委員会④ ４年広域連合見学 PTA 会費納入日 

24 木 参観日(5・6 年)  中休み読み聞かせ（2 年） 

25 金 交通安全指導日参観日(3・4 年)  心臓検診(1 年） 

26 土   

27 日  

28 月 参観日(1・2 年) 体力テスト 

29 火 短縮日課 体力テスト 

30 水 短縮日課 放課後学習 体力テスト PTA 会費納入日 

 

【学校の教育目標】 

 ☆心と体をきたえる子 

 ☆美しい心をもつ子 

 ☆考えて行動する子 

 ☆生き生きと学ぶ子 

かわらないものを大切にする教育  

校 長  佐 野 哲 哉 
 

道東の遅い桜も終わり季節は初夏へ向かおうとしています。日中の陽気に誘われグラウ

ンドを駆け回る子どもたちの笑顔を眺めていると、不安な世情をひととき忘れ心が癒やさ

れます。思い出すと昨年の今頃は、一か月に及んだ道内一斉の臨時休業も終わりを迎え、

１週間の分散登校を経て６月１日の学校再開を迎えました。それまで経験したことない全

道・全国一斉の臨時休業は、子どもたちの健やかな成長と学習の保障を危ぶませるととも

に、保護者の皆さんに不安や心配、多大なご負担をおかけしました。学校へ通えない子ど

もの不安やストレスに寄り添っていただくとともに、家事やお仕事で忙しい中もお子さん

の健康管理や生活指導、家庭での学習サポートに取り組んでいただきました。それらのご

支援・ご協力と学校再開後の先生方の熱心な指導のおかげで、今の子どもたちの健全な姿

があると考えています。過日５月２８日に北海道など９都道府県に発令中の緊急事態宣言

の期限を、当初の５月３１日から６月２０日まで延長することが決定されました。道内の

感染状況をみてもまだまだ予断を許さない状況が続いています。学校では管内や地域の感

染状況にアンテナを高くし感染対策の徹底と学習活動を工夫しながら、可能な限り、学校

行事を含めた学校教育活動を継続して、子どもの健やかな学びを保障していきます。保護

者、地域の皆様にはこれまで同様、ご理解ご協力をお願いいたします。なお、６月１９日

（土）に予定している運動会の開催方法等につきましては、６月１日のＰＴＡ役員会を経

て、具体的な形を示させていただきます。 

さて、子どもたちの現状に見る具体的な成長や課題を、昨年度重点とした取組を通して

振り返ると、「気持ちのいい挨拶を実践する姿」「主体的で協働的に取り組む掃除の姿」「宿

題や家庭学習に意欲的に取り組む姿」に着実な成長が見られます。一方で、「いつでも・ど

こでも・だれにでも の挨拶」「自分のため、人のためを意識した掃除と身の回りの整理整

頓」「考える力や発信する力など確かな学力」に課題が見られます。子どもたちのこのよう

な現状を踏まえて、今年度も「あいさつ」「そうじ」「べんきょう」を重点とする取組とし

て設定しています。それは以下の意識や態度、資質・能力を育むためです。 

 ◆挨拶を通して礼を正す心（礼節）や明るく快活な生き方、人間関係力を育む 

◆掃除を通して場と心を清め母校への感謝や愛着を深めるとともに、人の役に立つこと

に進んで取り組む意志や態度を育み、自己肯定感、自己有用感を高める 

◆勉強を通して知識や技能を身につけ、思考力や判断力、表現力を育み、自己の夢や目

標の実現に向けてねばり強く努力する意志や態度など学びに向かう力を育む 

「あいさつ」「そうじ」「べんきょう」は、いつの時代も、人生のどの過程でも必要とされ

る行為（実践）です。小学生のうちにその「根っこ」を養っておくことが大切です。「時代

を超えて変わらないもの」の意で「不易（ふえき）」という言葉があります。「あいさつ」

や「そうじ」「べんきょう」は、この不易にあたると私は考えます。小学校では昨年度から

新しい学習指導要領がスタートし、学校には、新しい時代に求められる資質・能力を子ど

もたちに育むことが求められています。教育の枠組みが変わろうとしている今こそ、かわ

らないもの（不易）を大切にする教育を見つめ直し、質の高い教育活動を展開していくこ

とが必要です。本校の子どもたちが、自分の未来を切り拓いていく実践的な力を身に付け

るよう、学校・家庭・地域が「連携・協働」して取組を進めていきたいと思います。ご協

力よろしくお願いします。 

 

 

 

児童の下校時刻に合わせて家の外に出

て、庭作業や掃除などを行いながら、同時

に児童の見守りを行う「ながら見守り」へ

の協力お願い致します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の PTA 三役は次の通りとなります。 

会 長  車塚  洋 ４年 

副会長  田﨑恵利奈 ２・５年  杉田 文子 ６年  

薩田 翔悟 １・３年  小島 貴志 ４年 

会計監査 大平亜矢子 ６年    石山 優一 ５年  

西村真由美 ６年  

今年度も、コロナ禍の中の活動となります。そのため、例年行われ

ている総会の紙面開催や専門委員会の延期、歓迎会の中止と、当初予

定していた活動ができず、変更を余儀なくされているところです。会

員の皆様には、この状況をご理解いただくとともに、ご協力お願いい

たします。 

今年度、学校では学習中の理解力を高めるため、「正しい姿勢です

わろう」という取り組みを全校で行っています。 

子ども達には、正しい姿勢で学習を行うと「①脳の働きが良くな

る。」「②やる気、集中力がアップする。」「③内臓の 

働きが良くなる。」「④見た目もかっこいい。」ことを

伝えています。５月から７月までを重点期間に設定

し、現在も指導を行なっています。まずは基本に立

ち返り、子ども達の力をアップしていきます。 

 

 

 

現在、北海道に緊急事態宣言が発令され、6 月 20 日

まで延期されることが決まりました。これを受け、学校

でも、様々な感染予防対策を講じているところです。学

校としても、可能な限り通常の教育活動を継続しなが

ら、学習の進度を確保することとなります。また、学習

内容によっては、時期を変更したり、活動内容を見直し

たりしています。 

各家庭におかれましても、不要不急の外出を避ける

ことや、帰宅後は手洗いをしっかり行うことなどへの

ご協力をお願い致します。 

 

 

5 月 19 日（水）地域の方による「下校時見守り活動」

が行われました。この方たちは、地域の防犯協会や町内

会、警察署など、さまざまな組織に所属する方の協力で

行われました。例年ですと、交通安全啓発の着ぐるみな

ども参加していますが、コロナ禍のため、下校時に少数

により短時間で行われました。 

子ども達は、見守りをしていた

だいた方に元気に挨拶していま

した。これからも、地域の方々の

子ども達の安心・安全へのご協

力よろしくお願いいたします。 

 

 

 

5 月１４日（金）に釧路税務署の方が講師となり、6 年生に租税教

室を行っていただきました。この教室の中では、「全国の小学校で一体

どのくらい税金が使われているのか」や、「もし自分が税金を使い、日

本村を運営していくとしたならば、社会保障や公共事業、医療などを

どのように執行していくのか」など、実際の国家予算の歳出に近い内

容のシュミレーションを行いました。 

この活動を通し、子ども達は、税金が自分

たちの生活をより良くしていることや、大切

な税金の使い道について考えることの大切さ

を理解していました。 

 今年もスクールカウンセラーさん

が本校に配置されました。昨年同様翔洋高校の佐々木

啓子さんが担当してくれます。月に１回程度の割合で、

来校されます。 

児童のカウンセリングに限らず、保護者のカウンセ

リングも行うことができます。カウンセリングを受け、

子育てに役立てたいなど、要望がありましたら学校ま

でお知らせください。 

縦割り清掃
今年度も、学校の清掃活動は、各学年数名ずつから成るグルー

プ、縦割り班活動で行っています。高学年がリーダーとして全体の様

子を見ながら指示を出し、掃除がスムーズにできるよう、活躍してい

ます。また、同時に異学年同士の連携も深まり、これがきっかけとな

り、学校全体が一つになることが期待されています。

５月２１日（金）に、今年度初めて、安心安全メール

を配信しました。登録されたメールやアプリに無事届

いているでしょうか。もし今回届いていなかった場合、

学校までお知らせいただけると、次回発出時、確実届け

ることができます。お手数ですが、届いているか再度確

認お願い致します。 

真龍小学校便り おすすめ本（R3.6 月号）  学校司書 小島郁子 

『はらぺこあおむし』エリック・カール/さく もりひさし/やく（偕成社） 

  

世界各国で世代を超えて親しまれている絵本『はらぺこあおむし』を描いたアメリカの絵本作家、

エリック・カールさんが亡くなりました。９１歳でした。 

 エリックさんの絵本は、動物や虫などの生きものをパッと目を引く鮮やかな色彩で描くことか

ら、赤ちゃんや小さい子にもわかりやすく、読み聞かせでも人気があります。 

特に『はらぺこあおむし』は仕掛け絵本になっていて、美味しそうな食べものが次々出てくるこ

とや、あおむしが最後にきれいなちょうに変身することで、子どもたちの目が釘付けになる楽しい

絵本です。 

学校図書館には、エリックさんの絵本がほかにもたくさんあります。私のおすすめは、英語版も

そろっている『できるかな？あたまからつまさきまで』（訳/くどうなおこ：偕成社）。いろいろな動

物たちの特技を子どもたちが真似をします。英語版と比較しながら、お子さんとその動作をやって

みるのも楽しそうです。ちなみに、英語版のタイトルは“From Head to Toe”です。 


